
第２回専門部会 議事録（人カテゴリー） 

平成２７年１２月１６日（水）１８時３０分～ 

登別市市民活動センター のぼりん ２階 市民活動室Ａ 

 

◆出席委員：近井 一夫  委員 

小幡 功   委員 

垣内 登紀子 委員 

安達 陽子  委員 

伊奈 綾   委員 

二瓶 秀幸  委員 

森元 俊明  委員 

井元 耕   委員 

計８名 

 

◆事 務 局：商工労政グループ宍戸商工労政・新エネルギー主幹 

奥田主査 

竹中担当員 

◆議  題：（１）各専門部会における具体的事業（テーマ）の決定 

      （２）事業内容の協議 



【要旨】 

項目 発言者 内容 

（１）各専門部会における具

体的事業（テーマ）の決定 
事 務 局 

 

ご多忙のところお集まり頂き、ありがとうござ

います。第２回専門部会を開催いたします。 

 委員 大谷高校の跡地は広いので、病院や娯楽で遊べ

る施設というか、総合的な施設ができたらいいの

ではないのか。 

 委員 温泉の病院が街中に移転する話が出ているが、

就学旅行生が温泉に来る場合は病院が必要との話

がある。 

 委員 洞爺湖では温泉街に病院がないため修学旅行の

学生が来ないと聞いている。例えば診療所に縮小

してでも温泉街に病院を残すのがよいのではない

か。 

 委員 子ども、高齢者、観光客が共通で触れ合える拠

点があればよいのでは。 

 委員 アンケートで家族が遊べる場所がないとの回答

があったが、例えば千歳市の道の駅では、子供も

遊べて食堂もあってお店もあって総合的な施設で

良いと思う。 

 委員 登別駅にコンベンションセンターを整備する話

があるが、市民が集まる所を考えると、大谷高校

が適地だと思う。 

コンベンションセンターを建設後、お客さんが

シングルルームを求めて宿泊するので、今の登別

ではキャパシティが無いのではないかと思う。 

観光客は高級志向が高く、インバウンドも富裕

層の方が多く家族連れが多いので、シングルルー

ムを増やすのは難しいかと思う。 

 委員 バックパッカーは宿泊費を抑えて、そのお金食

事に使う方も多いので、そういう方のニーズを満

たせていない。 

東京ではビジネスホテルのチェックイン時間が

午後１１時過ぎるとカプセルホテル並みの料金で

泊まれる。旅行業界の形態が変化してきている。 



 委員 今は、観光客が多くきているが、将来少なくな

ったときにどうするか考えておかなければならな

いと思う。 

 委員 昔の２世帯住宅などは常に子供と高齢者のふれ

あいがあったが、核家族化が進んでいるのでふれ

あう機会が少なくなっている。 

子どもと高齢者が触れ合える施設を作り、高齢

者で陶芸ができる方が観光客や子どもに陶芸を教

えれば、三者が触れ合える場所になるのではない

か。 

 委員 酪農館でソーセージやバター作りの体験ができ

るそうだがどのくらいの頻度で利用されているの

か？ 

 委員 土日は家族連れが多いが、平日は利用者が少な

いと聞いている。 

 委員 温泉に来た観光客が滞在型の観光として利用で

きればよいと思う。登別の良さを満喫してもらう

と良い。 

 委員 人を集めるには、やはり大谷高校跡地が適地だ

と思う。 

どこかの病院では入院患者が少なくなって、病

室が空いてきており、そこを介護施設として利用

していると聞いた。一つの建物でもそういうエリ

アがあったり、子どもと触れ合えるようなコーナ

ーがあったりしていいかと思う。 

 委員 子どもからお年よりまでを視野に入れた、地域

経済の取組というのも、ハードルが低く入りやす

い。箱物を作るのは実現が難しいと思うので、そ

ういった取り組みも考えてとは思う。 

 委員 誰がやるのかが問題になってくる。行政はお金

がないので、民間を巻き込むしかないと思う。 

 委員 施設を整備して交流拠点を作るのか、何もない

ところで一工夫して人を呼ぶのか２つの方法があ

るともう。川上公園では家族連れもいるし、天気

のいい日は川で子どもが遊んでいる。例えばダム

の壁に壁画を描いたり、オートキャンプ場を整備



したり、手軽に楽しめる拠点を作ることができれ

ば良いと思う。 

ただ、施設を管理している主体が北海道である

ため、手を加えることに関して許可を取るのが難

しい。九州のどこかではまちおこしのためにダム

に壁画を描いている場所がある。 

 委員 川上公園からフォレスト鉱山までのサイクリン

グロードを整備するのも良い。 

 委員 お金をかけないで拠点を作るのが大事だと思

う。 

川上公園は冬に家族で来る方も多く、トイレを

整備したし、雪の上のすべり台が子どもに人気が

ある。 

札内から鉱山町につながる道路が昔あったが、

今はないので、道路が整備されれば観光ルートと

して使えるのではないか 

 委員 登別でもまだ知らないところが多い。富岸町出

身だが、職場が温泉町なので温泉に詳しくなった。 

知る機会を作ることは大切なことだと思う。 

室蘭では夜景を楽しむツアーがあるように、登

別でも知らないところを回るツアーを作り、経済

の活性化につなげればいいかと思う。 

 委員 地元に何十年も住んでいても知らないところが

まだまだあると思う。 

 事務局 ※上記検討の結果、検討テーマを次のとおりと

した。 

『登別にある自然・人を見直して、活用しましょ

う。 

 


